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こ
の
時
期
は
当
院
で
も
蜂
に

刺
さ
れ
た
患
者
様
が
多
く
来
ら

れ
ま
す
。 

 
ス
ズ
メ
バ
チ
や
ア
シ
ナ
ガ
バ

チ
類
は
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
巣

の
サ
イ
ズ
が
最
大
規
模
に
達
す

る
の
で
、
巣
を
守
る
防
衛
の
た

め
の
攻
撃
性
が
高
ま
る
か
ら
で

す
。 

 

蜂
に
刺
さ
れ
る
と
、
強
い
痛

み
や
腫
れ
を
生
じ
ま
す
。
こ
れ

は
蜂
の
毒
液
中
に
痛
み
を
起
こ

す
成
分
（
発
痛
物
質
）
が
含
ま

れ
て
い
る
た
め
で
す
。
ま
ず
は

慌
て
ず
横
に
な
っ
て
、
濡
れ
タ

オ
ル
、
保
冷
パ
ッ
ク
等
で
冷
や

し
て
下
さ
い
。 

 

ま
た
毒
液
中
に
は
、
ア
レ
ル

ギ
ー
反
応
の
原
因
と
な
る
物
質

（
ア
レ
ル
ゲ
ン
）
が
含
ま
れ
て

い
る
の
で
二
回
目
以
降
の
蜂
刺

さ
れ
で
は
、
急
激
な
ア
レ
ル
ギ

ー
反
応
『
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

シ
ョ
ッ
ク
』
に
も
十
分
注
意
が

必
要
で
す
。 

 

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ

ク
と
は
、
一
般
的
に
刺
さ
れ
て

五
～
十
五
分
ほ
ど
で
出
現
。 

激
な
動
作
を
避
け
る
。 

③
巣
の
近
く
で
芳
香
の
あ
る
香

水
、
ヘ
ア
ー
ス
プ
レ
ー
、
そ
の

他
化
粧
品
を
使
わ
な
い
。 

④
純
毛
製
品
や
黒
い
衣
服
は
刺

さ
れ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
衣

装
で
巣
に
近
寄
ら
な
い
。 

⑤
蜂
の
い
る
場
所
で
熟
し
た
果

実
や
ジ
ュ
ー
ス
等
甘
味
料
を
飲

ま
な
い
。
蜂
は
木
の
樹
液
や
、

甘
い
も
の
に
集
ま
っ
て
く
る
。 

漢 方 入 門 ⑰  

 更年期障害といえば女性特有の疾患であ 

るかのように理解されてきましたが、最近 

は男性にも多くみられ一般社会での関心も高まっています。 

 従来、「加齢に伴う男性ホルモンの低下に基づく症候群」と定義

されてきましたが、近年男性ホルモンはさほど低下していないが、

抑うつ感やイライラ感・不安や不眠・頻尿や勃起不全といった更

年期障害特有の症状を示す患者様が増えています。 

 漢方では患者様の悩んでおられる症状、さらには体力なども考

慮して処方を選択していきます。 

 精神症状が主体の不安や易疲労を訴える場合には鎮静作用のあ

る柴胡加竜骨牡蠣湯（サイコカリュウコツボレイトウ）や桂枝加

竜骨牡蛎湯（ケイシカリュウコツボレイトウ）という漢方薬を、

また、健忘を主症状とする場合には抗認知症作用のある加味帰脾

湯（カミキヒトウ）を用います。身体症状が主体の頻尿や勃起不

全を訴える場合には牛車腎気丸（ゴシャジンキガン）や八味地黄

丸（ハチミジオウガン）を用い、全身倦怠感が強い場合には強壮

作用のある人参が配合された補中益気湯（ホチュウエッキトウ）

なども有効です。 

お困りの患者様がいらっしゃいましたら、お気軽にご相談下さい。 

⑥
洗
濯
物
を
と
り
入
れ
る
時

は
、
蜂
が
潜
ん
で
い
な
い
か
を

点
検
す
る
。 

⑦
駐
車
場
の
自
動
車
の
窓
は
必

ず
閉
め
て
お
く
。 

⑧
野
外
活
動
中
に
ス
ズ
メ
バ
チ

類
の
巣
と
遭
遇
し
、
見
張
り
の

蜂
に
威
嚇
や
攻
撃
を
受
け
た
場

合
、
大
声
で
騒
い
だ
り
、
腕
で

ハ
チ
類
を
追
い
払
う
の
は
厳

禁
。
姿
勢
を
低
く
し
て
巣
か
ら

速
や
か
に
離
れ
る
事
が
重
要
。 

秋
は
色
々
な
行
事
が
あ
り
ま

す
が
、
外
出
の
際
に
十
分
ご
注

意
下
さ
い
。 

（
看
護
師 

 

高
田
美
幸
） 

今
回
の
題
字
は
、
読
者
の
方
に
お
書
き
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

の
ど
が
つ
ま 

っ
た
よ
う
な 

感
じ
が
し
て

胸
が
苦
し
く
な
る
。
そ
し
て
、

口
が
渇
き
、
口
の
中
が
し
び
れ

た
よ
う
な
感
じ
に
な
る
。 

腹
痛
、
下
痢
、
寒
気
、
嘔
吐
、

頭
痛
、
め
ま
い
、
喘
鳴
（
ゼ
ー

ゼ
ー
）
し
、
全
身
が
む
く
む
。 

さ
ら
に
重
症
化
す
る
と
、
息
苦

し
く
、
物
が
の
み
込
め
な
く
な

り
、
声
が
し
わ
が
れ
、
シ
ョ
ッ

ク
状
態
と
な
り
意
識
が
は
っ
き

り
と
し
な
く
な
る
。
血
圧
が
急

激
に
下
が
る
。 

こ
の
よ
う
な
場
合
は
一
刻
も

早
く
治
療
が
必
要
で
す
。
ご
く

稀
に
刺
さ
れ
て
か
ら
翌
日
あ
る

い
は
遅
い
と
十
日
程
た
っ
て
か

ら
起
こ
る
全
身
症
状
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ま
ず
蜂
に
刺
さ
れ
た

ら
医
師
の
診
察
を
受
け
て
お
く

の
が
安
心
で
す
。 

  ①
巣
に
近
づ
か
な
い
、
巣
に
石

を
投
げ
た
り
、
つ
つ
い
た
り
し

て
蜂
を
刺
激
し
な
い
。 

②
巣
の
前
を
急
い
で
横
切
っ
た

り
、
振
動
を
与
え
る
よ
う
な
急


